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1 ドストエフスキーに影響された南部作家は William Faulkner, Thomas Wolfe, Flannery O’Conor, Carson 
McCullers, Walker Percy などである。マッカラーズは“Russian Realities and Southern Literature”という記事に


























                                                                                                                                                                       
おいて、ロシア文学と南部文学が、広大な土地、産業化の遅れ、階級格差、敗戦などの共通の主題を扱っ
ていることを指摘している。詳しくは Bloshteyn, Gwynn, Weisgerber を参照のこと。ドストエフスキーに影
響をうけたユダヤ人作家の代表格は Saul Bellow である。 
2 『罪と罰』と『アメリカの息子』の比較研究は Stanton, Lynch, Magistrale, Reed を参照のこと。『地下室の
記録』とライトの「地下を生きた男」および『アウトサイダー』との関係性は Adelman, Jones, Peterson, Watkins
が詳しい。 



























の語源となったのである。（The Merriam-Webster 432）。 
奴隷だったということ、それはスラヴ民族と黒人たちが、西洋人よりも劣等な民族・人種と
みなされていたことを意味する。ロシア文学と黒人文学との親和性について通時的にまとめた
デール・ピーターソンの Up from Bondage: The Literature of Russian and African American Soul に
よれば、ロシア人と黒人が西洋人よりも劣等であると定義され、西洋近代文明や啓蒙主義から
除外されてきたという歴史的事実こそが、両文学作品が偶然にも類似した主題を扱ってきたこ
                                                                 
4 ハーレム・ルネサンス期の作家の中でも『新しい黒人（The New Negro）』（1925）の編者 Alain Locke は、
作家 Jean Toomer が『砂糖きび（Cane）』（1923）においてアメリカ南部の大地を、スラヴ民族の故郷たるロ
シアの大地と重ねながら、南部を黒人の魂の故郷として描くことを称賛している（The New Negro 51）。詩
人 Langston Hughes は自伝『大海原（The Big Sea）』において黒人たちの間に「ロシア的なものの流行（“the 
vogue for things Russian”」があったことを言及している（228）。 































































                                                                 
5 ロシアの農奴制とアメリカの奴隷制の相似と相違点については Kolchin を参照のこと。レーニンのように
農奴制と奴隷制とを重ね合わせる知識人は多く存在したが、両制度が多くの点において異なっていたこと
も指摘されている。一般的には奴隷制よりも農奴制の方がより農奴の主体性があった。 






























をめぐるわたしの哲学をはじめに造形したのはドストエフスキーである」（qtd. in Lynch 
“Haunted” 258）と語っているが、ここでライトが言う「近代人」とは、農奴制の過去から断絶
させられ、飢えと極貧の近代都市生活へと投げ出された貧しい人々、宗教への信念を失いあて






























                                                                 
6 共産党の機関紙 New Masses に、革命礼讃の詩 “I Have Seen Black Hands” (1934)、白人と黒人が協力し階
級闘争を行うという主題の “Red Leaves of Red Books” (1935) を掲載した。Partisan Review には黒人リンチ
が主題の詩 “Between the World and Me” (1935) を出版し、その他の作品は共産党と関係する雑誌 Left Front, 
The Anvil, International Literature などにも発表された。 





























                                                                 































語り手の意識をむしばむ西洋的価値観とは 1840 年代から 1870 年代にかけてロシアで流行し
たドイツ観念論的理想主義（カントなどの美と崇高に基づくロマンティシズム）と社会主義的
ユートピアニズムである。語り手はロマン主義に憧れつつもそれを非現実的であるとあざける


































































































































                                                                 
9 デュボイスの二重の意識とバフチンの多声性とを接続する試みとしては Dorothy Hale を参照のこと。ア
メリカの黒人知識人たちによるバフチン理論の受容については Dale Peterson (“Response and Call: The 
African American Dialogue with Bakhtin.”) が詳しい。Peterson によればバフチンの著作がアメリカで翻訳出版



















































































































                                                                 
11 この場面を実存主義と結びつける批評家には Yolanda や Nelson がいる。一方で Garcia はここで描かれる
実存主義がヒューマニズムと矛盾する類のものであると主張している。 
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